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近年、非フラーレンアクセプターを用いた有機薄膜太陽電池の研究が活発に行われており、そ

の高効率化が実現している。従来有機薄膜太陽電池に使われてきた PCBMに代表されるフラーレ

ン誘導体は、可視領域の吸収が小さく励起子の生成には寄与しため、光電変換効率は 10%で頭打

ちしていたが、可視領域に強い吸収を示す非フラーレンアクセプターを用いた高効率薄膜太陽電

池がより高い効率を示し、最近は 18%を超える薄膜太陽電池も報告されている。また、非フラー

レンアクセプターを添加剤として加えた三元系有機薄膜太陽電池も有効であり、今後新たな材料

開発により更なる高効率化が期待できる。 

 本研究では、金属錯体を添加剤とした三元系薄膜太陽電池の可能性を探索しており、今回ド

ナーとして、Poly(3-hexylthiophene-2,5-diyl)（P3HT）、アクセプターとして phenyl-C61-butyric acid 

methyl ester（PCBM）からなる活性層に、ジチオ安息香酸誘導体 Ni(Et-dtb)2 (Fig.1) を加えた三元

系有機薄膜太陽電池を作製した。J-V 測定の結果、Ni(Et-dtb)2を 2wt%添加することで短絡電流密

度(Jsc)のわずかに上昇と曲線因子(Fill Factor)の明らかなが向上が観測された(Fig.2)。現在ポルフィ

リン金属錯体を添加した有機薄膜太陽電池の作製も行っており、当日は種々の金属錯体を添加し

た有機薄膜太陽電池について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 Structure of Acceptor and Donor    Fig.2 J-V characteristicsmaterials   Fig.3 Structure of solar cell 
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